　　　　　　　　　　　海外登山調査用紙　　　　　記入者名　　近藤和美　　
	１ 登山隊名
	日本勤労者山岳連盟ガッシャーブルム１峰/２峰登山隊2003
	２ 派遣団体
	日本勤労者山岳連盟

	３　山域・山名
（高度・ルート）
	 パキスタン･カラコルム、ガッシャーブルム１峰(8068ｍ)北面ジャパニーズ･クーロワール
　　（前のＧ２調査用紙も合わせて呼んでください）

	４
隊
員
氏名
	氏　　名
	年齢
	 隊内の役割
	　　　　住　　　所
	　　電　話

	
	近藤 和美
	61
	隊　長
	
	

	
	上野 幸人
	49
	副隊長
	
	

	
	飯塚 公知
	24
	
	
	

	
	香取　純
	51
	食料
	
	

	５　期　間
	　2003年６月15日～９月10日(Ｇ１だけに参加の香取は７月13日～８月29日)　　

	６　目　的
	各自の力に応じたやり方で8000ｍ峰に登る。近藤､上野､飯塚はＧ２からの連続登頂を目指す。

	７　結　果
	Ｇ１に取り掛かってからは悪天候が続き、ガッシャーブルム･ラ手前のＣ２まで荷揚げに往復したのが最高到達点となった。

	８　行動日程（アプローチ～登山(踏査)～帰路）…日程順に主な通過地名、交通手段の記載
＊登山前半のＧ２での活動は別紙参照。ここではＧ１だけを目指した後発の香取の行動から記す。
７/13 本来14日にＰＫ便利用で出発の予定であったが､運航中止のためＴＧ便を使ってこの日、日本　出発。バンコク乗り継ぎでラホールにて入国　14　ＰＫ国内便でイスラマバードへ　15 空路スカルド　　へ　16　アスコーレへ　17　キャラバン開始　22 パイユでの休養を省略してこの日ＢＣ入り(7000ｍ台までの高度順応はＧ２ルート上で図ることになる)　。Ｇ２のＣ３まで順応してきた本隊は翌日ＢＣに下りてくる　　25　ティカと共にＣ１往復　27　Ｇ２アタックに向かう本隊と共にＣ１へ　28～29　降雪のため本隊と共に停滞を余儀なくされる　30　Ｃ２に上がる本隊と共にＣ２往復　８/１　Ｃ２に上がる　２　この日7000ｍ以上、できればＣ３近くまで往復してＧ１に向けた順応を完璧にしておく予定だったが、Ｃ２先の氷壁に取付いた所で片足のアイゼンが脱落･紛失。登高を諦めざるを得なくなる　３　Ｇ２登頂を果たした本隊と共にＣ１へ下る。片足アイゼンではなかなか大変であった。Ｃ１からさらにＢＣへ。新しいアイゼン調達。

《以後、Ｇ２だけの橋本､大神田が去り､香取が加わった本隊の行動を記す》

	８/８　全員でＣ１へ　９　この日､ガッシャーブルム･ラ下のＣ２に上がる予定であったが、チョゴリザ方面の黒雲を見て天候の崩れを察知。上部で停滞をしいられる事態を回避すべくこの日はＣ２へ荷揚げに往復するにとどめる　10　予想どおり天候悪化でＣ１で停滞。サルワールはティカの同行を得て一旦ＢＣへ　11　停滞　12　食料･燃料の節約と補充も念頭に近藤と飯塚がＢＣへ　13　天候が回復すればＢＣの４人はＣ１に上がり直して翌日からセミアルパインスタイルでＧ１を攻略する背水の戦術を考えていたが、この日も悪天。もはやタイムリミットとなったのでＧ１登頂を断念することを決定。隣接のイラン隊の衛星電話を借りて下山ポーターのＢＣ到着日繰上げを手配する　14　ＢＣの４人Ｃ１へ　15　午前中Ｃ２の荷揚げ品回収に往復後、Ｃ１も撤収してＢＣへ。1回で全てを荷下げするのはさすがに重量も嵩も大きく大変であったが、5500ｍ近くまでＢＣからコックとキッチンボーイが手伝いに来てくれたので何とかこの日のうちに荷下げを完了する。上野､香取にとっては中６日間のＣ１連続滞在であった　19　下山キャラバン開始。ゴンドゴロ峠越えのルートを採らず、アスコーレへのコースを採る。コンコルディア泊　20　ウルドカス泊　21　パイユを

	通過してスカンボーツォック泊　22　アスコーレに帰着　23　途中ハイダラバード近くの温泉に寄った後、スカルドへ　25　多くの荷はエージェントの倉庫にデポした後、ハイエースをチャーターして陸路出発（上野は残留）　26　一昼夜の連続走行でイスラマバード帰着　28 近藤､飯塚､ティカはネパールに戻らねばならないが､陸路インド経由で帰ることにし、インドのビザ取得に取り掛かる。香取､国内便でラホールに移動した後､出国　29　香取帰国　９/４　インドのビザ取得には日数を要したが、この日夕刻に発給　５　未明にチャーター車でイスラマバードを出発。ラホール郊外の国境ワガの出入国管理事務所の開所を待つ。パキスタン側の出国手続きは難なく終わったが、敵性国パキスタンから来た旅行客ということで入国手続きはともかく、インド税関の検査はいやがらせに近い徹底したものであった。ようやく通過を終えて､タクシーでアムリットサールまで行き、デリー行きの鉄道に乗ろうとしたら我々の大きなプラスチック樽が怪しまれて乗車拒否に合い､最終的にワゴン型タクシーをチャーターしてデリーまで突っ走った　６　未明にデリーの近藤友人宅に着く　７　ＩＣ便でカトマンズへ　９　飯塚ＲＡ便で出国（近藤は以後､独自行動をとる）10　飯塚帰国　

	９　キャンプ配置（ＢＣ、高所キャンプの高度と設営期日を記載）
 　ＢＣ、Ｃ１(ＡＢＣ)はＧ２と同じ

　　Ｃ２＝ガッシャーブルム・ラの手前(6400ｍ)　８月９日（結局宿泊はせず）

	10  行動の概要

	アプローチ
	Ｇ２調査用紙参照

	　　登山　*Ｃ１（ＡＢＣ）まではＧ２調査用紙参照。

	　Ｃ１（ＡＢＣ）からＧ２とＧ１のコル（ガッシャーブルム･ラ）方向を目指して平坦な氷河を進む。Ｕ字谷状に狭まった底を歩くが両側からの氷河崩壊や新雪雪崩には警戒が必要だ（今季ここでウクライナ隊が１人死んでいる）。やがてラから落ちてくるアイスフォール帯に差し掛かり、右寄りを登る。初めは問題ないが、上部はクレバス､セラックの多い少々厄介なルートとなる。すでにかなり多くの隊が登頂の成否は別として通過しているのに標識はほとんど設置されていないので、我が隊が新たに設置した。アイスフォールを突破するとラ手前の広い雪原の一角に出、少し進んだ平坦地に、この時点で他に唯一残っていたイラン隊のＣ２が張ってあった。吹雪模様だったので我が隊のテントは張らず、イラン隊テントの中に荷揚げ品をデポさせてもらった。今回はここが最高到達点となった。

	帰路と特記事項　行動日程の項を参照されたいが､パイユ～バルディマル間のスカンボーツォックという地点にＭＧＰＯとは別に民営（村営？）のキャンプ場が整地、整備されており、帰路に１泊した。

Ｇ１への全隊がジャパニーズ・クーロワールを目指したが、登頂後の滑落で２人（アルゼンチン＆スペイン隊）、Ｃ１～Ｃ２間で落氷に打たれて１人（ウクライナ隊）、Ｃ４から頂上アタックの途次に４人が雪崩を誘発し、内１人が収容先のイスラマバードの病院で後に死亡（イラン隊）と死亡事故が多発した。　

	11 天気概要についてはＧ２調査用紙を参照。

	12 高度順応の成否（酸素器具を使用した場合はその概要、ほか）

	休暇の都合で遅れて合流した香取はＧ２側で順応するとしても、どうしても高度順応面でハンディがつくので、頂上アタック時には最終キャンプから酸素を用いることにしていた。ところが、Ｇ２側での順応がアイゼン紛失で不十分に終わり、さらに持続した悪天候のためにＣ１滞在が長引いてＧ１ルート上での順応活動も望めなくなった。そのため酸素使用開始想定高度もどんどん下げざるをえない状況に追い込まれた。実際には悪天候が更に長引いたため、上部に行くことなく登山中止となり、酸素も使用することなく終わった。


以下の項目はＧ２調査用紙を参照。　　
	ガッシャーブルム２峰頂上から望む１峰（北西面。左下がガッシャーブルム･ラ）

Ｃ１(ＡＢＣ)からガッシャーブルム･ラ方向、アイスフォールを望む
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